


































































　わが国は気象条件や地理的条件等から水害被害をとても受けやすい。古来、治水は最も重要な国策で、始

まりは弥生時代まで遡るといわれる。この間、その川に適した日本型の河川工法が生み出されてきた。

　とくに戦国時代は、各地の戦国大名が自国の年貢を確保するため、積極的に治水対策に取り組んだ。代表

的なものは、武田信玄が山梨県釜無川流域に築いた信玄堤で、これが全国に伝わり霞堤として定着した。ま

た、岐阜県から愛知県に広がる濃尾平野に見られる輪中堤も、この時代に成立したという説もある。
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